
アジア古⽣物学会議の開催に際して 
 
 アジア古⽣物学会議（Asian Palaeontological Congress）は、アジア（東アジア・東南アジ
ア・中央アジア・南アジア・⻄アジア）各国の古⽣物学研究者による最新の研究成果や国際
的に著名な研究者の発表を実施することで、各国の古⽣物学者の交流と研究の発展を図る
ことを⽬的とした国際会議です。アジアは地球⽣命の進化史上特に重要な化⽯記録を擁す
る地域であり、特に⽇本や中国からは国際的に学術的インパクトが⼤きい研究成果が続々
と発表されており、⾼い研究レベルにあると⾔えます。近年のそのような状況を踏まえ、
2019 年に第 1 回のアジア古⽣物学会議が北京で開催され、そして第 2 回が今回東京で開催
されることになりました。 
 地球が誕⽣して 46 億年が経過し、⽣命は約 40 億年前には誕⽣、最古の⽣命の痕跡が 38
億年前の地層から⾒つかっています。その後、約 6 億年前になると⽣命は爆発的に多様性
を増し、私達は化⽯記録としてその多彩な姿を⾒ることができます。古⽣物学では、この化
⽯記録に基づき、過去の⽣命の営みや進化を明らかにすることを研究の⽬的としています。
古⽣物学のもう⼀つの特徴は、⽣命の進化や変遷を明らかにする上で、⽣物学や環境学など
多分野の研究情報を取り⼊れていることです。古⽣物学を含めた多様な研究が協調されて
いくことで、過去の地球環境だけでなく、温暖化などに基づく将来の地球の姿をも予測する
ことができるようになりました。 
 かつての古⽣物学の研究では、⾁眼での化⽯の形態を観察する記載学的な研究が主流で
したが、デジタル顕微鏡、X 線 CT スキャナやスーバーコンピュータなど最先端のデジタル
技術を⽤いた解析、そして⾼精度の分析機器の発展などにより、研究の⾼度化や広い研究分
野への応⽤が急速に進展しています。これに伴い、古⽣物学の研究としての進展は眼を⾒張
るものがあります。古⽣物学の研究成果をアジアから世界に発信し、国内外の研究者と積極
的に意⾒交換していくアジア古⽣物会議の開催は意義深いものと思われ、アジア各国から
の多くの参加が期待されています。 
 つきましては、関係企業・団体には開催の主旨にご賛同いただきますととともに、各種展
⽰・広告掲載にご協⼒賜りますようお願いする次第です。 
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企業・団体展⽰募集の詳細 
 
⽇程・会場 
開催⽇程：2023 年 8 ⽉ 3 ⽇〜７⽇ 
8⽉ 3 ⽇（⽊）参加登録開始、アイスブレーカー 
8⽉ 4 ⽇（⾦）開会式、⼝頭・ポスター発表（対⾯）開始 
8⽉ 5⽇（⼟）プレナリーシンポジウム、⼝頭・ポスター発表（対⾯） 
8⽉ 6 ⽇（⽇）プレナリーシンポジウム、⼝頭・ポスター発表（オンラインおよび対⾯）、
バンケット 
8⽉ 7⽇（⽉）プレナリーシンポジウム、⼝頭・ポスター発表（対⾯）、閉会式 
開催会場：伊藤謝恩ホールおよび多⽬的スペース（東京⼤学伊藤国際学術研究センター内：
東京都⽂京区本郷） 
 
 
企業・団体展⽰ 
（１）概要 
会場である伊藤謝恩ホール（伊藤国際学術研究センター地下 2階）に出展し、企業・団体の
ポスターや機器類などを展⽰できます。展⽰スペースは受付とポスター会場に近く参加者
の⽬につきやすい場所を設定しており、多くの参加者に展⽰内容を⾒てもらうことができ
ます。 
（２）期間 
8⽉ 3 ⽇（⽊）〜7⽇（⽉） 
（３）提供器材（1 スパン） 
横 90cm☓縦 180cm程度のポスターパネル 2枚 
60cm☓180cm程度の⻑机 1台 
椅⼦ 2脚 
電源、WIFI 使⽤の希望があればお知らせください。 
（４）料⾦ 
期間中、10万円／1 スパン 
 
バナー広告 
（１）概要 
アジア古⽣物学会議のウェブページ（https://www.apc2.org/）にバナー広告を掲載できます。 
（２）掲載期間 



申込み⼿続き終了後、開催期間中 
（３）料⾦ 
１ヶ所 ２万円 
（４）バナーの規格（以下はあくまで参考値なので、ご相談可能です） 
・横 300 ピクセル、縦 150 ピクセル 
・ファイル形式 JPEG、PNG、GIF 
・データ容量 100 キロバイト以内 
 
申込み・⽀払いについて 
（１）申込みにあたり必要事項 
・企業・団体名 
・担当部署 
・担当者⽒名 
・担当者電話番号 
・担当者メールアドレス 
・展⽰概要（物品、機械などあれば記載してください） 
・連絡事項（領収書の要・不要など） 
（２）申込み期限 
2023 年 7 ⽉ 19 ⽇（⽔） 
（３）申込み先・問合せ先 
担当者：平沢達⽮（会場担当、東京⼤学⼤学院理学系研究科准教授） 
メールアドレス：hirasawa@eps.s.u-tokyo.ac.jp 
申込み内容が確認できましたら、料⾦の振込⼝座をお知らせします。 
申し訳ありませんが、振込料はご負担願います。 


